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スプレー缶・カセットボンベの捨て方について

平成３１年度「全国統一防火標語」決定！ 

日常生活のさまざまなところで使用されているスプレー缶、

カセットボンベは可燃性の高いガスが使用されています。中身

が残ったままごみに出すと、ごみ収集車や処理施設の火災の原

因となり、たいへん危険です。川崎市内でも、スプレー缶の不

適切な後始末により火災が発生しております。 

そこで・・・

① スプレー缶・カセットボンベを振って中身が残っていない

か確認する！ 

② 中身が残っていた場合はガス抜きをして出し切る！

スプレー缶、カセットボンベについては、火気のない屋外で

必ず中身を出し切り、空き缶として出してください。穴を開

ける必要はありません！

スプレー缶について、中身が出せない場合は「中身入り」と

張り紙をして小物金属でお出しください。 

川崎消防署 予防課・警防課 

〒210-8565 川崎区南町２０－７ 

ＴＥＬ ０４４－２２３－０１１９ 

ＦＡＸ ０４４－２２３－２８１９ 

消防団員・ボランティア募集中 

消防署では、家庭や職場・地域における防火意識の高揚を図ること

を目的として、１９６６年度から毎年、全国統一防火標語による啓発

活動を行っています。 

 応募された防火標語の中から選ばれた入選作品は、「全国統一防火標

語」として防火ポスターや防火意識の啓発・PR 等に使われます。 

 今年度は「ひとつずつ いいね！で確認 火の用心」を掲げ火災予防

広報を実施いたしますので火災予防に御協力をお願いします。 

ＬＰＧ（液化石油ガス）の豆知識♪

・プロパン・ブタンなどが主成分

・カセットボンベはほぼブタン 100% 
・ＬＰガスは空気より重く下に滞留する

・本来は無臭のため、ガスが漏れた際に人が

感知できるよう着臭している


